
試験研究成果普及情報

部門 経営 対象 行政・普及

課題名：認定農業者経営における女性の地位

［要約］県内認定農業者経営における女性の「基本的待遇」「総合的満足度」「総合
的意識」に着目した類型化を行い、経営類型と照合した結果、畜産、施設園芸等を基
幹部門とする同族企業的経営とその他の家族経営の間で、女性の地位に構造的相違が
認められた。

ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分） 経営 （研究対象）
（ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ）認定農業者 女性 男女共同参画 ジェンダー 満足度

実施機関名（主 査） 農業総合研究センター 企画調整部 経営調査室
（協力機関） 農林水産部農林水産政策課
（実施期間） ２００２年度

［目的及び背景］
県農林水産政策課が、県内認定農業者経営を対象に行った「農業経営及び社会参画に関

する実態調査」データ（母集団から無作為抽出した350経営のうち176経営が回答：回収率
50.2％）に基づき、認定農業者経営における女性の立場を包括的に把握し、関連施策推進
に資する。
［成果内容］
１．数量化理論Ⅲ類分析及びクラスター分析を用い、回答女性の「基本的待遇」（報酬、
自己保有資産、休暇等）、「総合的満足度」（各種待遇面に関する満足度の総合化）、
「総合的意識」（女性の地位確立等に関する意識）の３側面に着目した類型化を行った
後、経営類型（年間農産物販売金額2000万円以上と未満の２段階に層別）との関連性を
数量化理論Ⅳ類分析により検討した結果、おおむね女性の満足度と相関する形で、以下
の対応関係が認められる（表）。
○「タイプＸ－１」→畜産経営（販売金額2000万円以上）
○「タイプＸ－２」→花き植木・観葉植物経営、施設野菜経営（いずれも2000万円以上）
○「タイプＹ－１」→露地野菜経営（2000万円未満）
○「タイプＺ」 →施設野菜経営（2000万円未満）
○「タイプＹ－２」→以上のいずれにも属さない経営
２．以上の調査結果から、以下の政策的示唆が得られる。
(1)「タイプＸ－１，２」は、雇用を前提とした同族企業的な性格が濃厚で、女性（経営主
の妻）の労働報酬システムがおおむね確立され、女性の満足度もおおむね高いが、一方
の「タイプＹ－１，２」、「タイプＺ」では、家族経営的性格が強いことに加え、農産
物収入発生の季節性などが制約条件となり、女性の労働報酬概念は未確立もしくは不安
定であり、構造的相違が認められる。

(2)政策的には、同族企業的経営と家族経営の位置付けの違いに配慮した上で、特に、家族
経営的性格の強い「タイプＹ－１，２」、「タイプＺ」における報酬帰属の問題に関す
る家族成員間の自発的合意形成をサポートすることが中心的課題となる。

［留意事項］
［普及対象地域］県下全域
［行政上の処置］
男女共同参画に関する施策の基礎資料とされている。

［普及状況］



[成果の概要]
表 「基本的待遇」、「総合的満足度」、「総合的意識」に着目した女性回答者の類型

と経営類型
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